
令和４年度 越前おおの型食・農業・農村ビジョン推進委員会

日時：令和４年１０月１４日（金）

午後７時より

場所：結とぴあ３０２号室

１ 開 会

２ 協議事項等

(１)越前おおの型 食・農業・農村ビジョン（前ビジョン）の進捗状況等について

資料１

・越前おおの型 食・農業・農村ビジョン（前ビジョン）の実績について

(２)越前おおの食育推進計画の進捗状況等について 資料２

・越前おおの食育推進計画の実績について

(３)越前おおの型 食・農業・農村ビジョン（新ビジョン）について 資料３

(４)その他

３ 閉会



資料１

○ビジョンの体系
基本方針 基本施策

農業と農山村の活性化対策 ①農山村の活性化[重点施策]
②農山村や農業が持つ多面的機能の維持・発揮
③交流型農林業や移住・定住の促進

多様な経営体の共生による農業 ①多様な担い手の確保と育成
の振興 ②農業者の経営体質の強化[重点施策]

③畜産の振興

農林産物の総ブランド化の推進 ①環境調和型農業の推進
②特産作物のブランド力の強化
③園芸作物の生産促進[重点施策]
④農林産物・農林産物加工品の販路拡大
⑤安全安心で消費者に信頼される農林産物の提供
⑥地産地消の推進

農地の適正な管理と農業基盤整 ①優良農地の確保と適正管理[重点施策]
備の推進 ②農業生産基盤整備の促進

鳥獣害のない里づくりの推進 ①効果的な防止対策の推進
②地域ぐるみでの有害鳥獣対策の推進[重点施策]

越前おおの型 食・農業・農村ビジョン（平成29年3月改訂）
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○計画の体系
基本理念 基本目標 基本方針

「みんなで食守！笑顔でいただ
きます」運動の推進

①食事を楽しむ心を育む

規則正しい食生活習慣の定着 ②適切な食生活習慣を身につける
③食べ物を選ぶ力を育み、栄養バランスのとれた食
生活を確立する

伝承料理などの食文化の普及と
伝承

④食べ物の生産や流通への関心を高め、地産地消を
推進する
⑤伝承料理などの食文化の普及とその伝承を推進す
る

感謝の心を育む ⑥「食」を大切にする心を育む
⑦自然の恵みや生産者への感謝の心を育む
⑧安全で安心な食生活や環境との調和を推進する

越前おおの食育推進計画（平成29年3月改訂）
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資料２



基本方針１　農業と農山村の活性化対策

内容 ﾋﾞｼﾞｮﾝ策定時（平成27年度） 令和３年度目標 平成29年度実績 平成30年度実績 令和元年度実績 令和２年度実績 令和３年度実績

活性化に取り組む集落数 １９団体 ３２団体 ２１団体 ２２団体 ２２団体 ２２団体 ２２団体

間伐材の搬出材積 ２４，５０９㎥ ２８，０００㎥ ３３，２５１㎥ ３４，４３４㎥ ３０，５６８㎥ ３４，２０３㎥ ３３，４２１㎥

農山村ビジネスの開業数の累計 ２軒 ４軒 ３軒 ３軒 ３軒 ３軒 ３軒

基本方針２　多様な経営体の共生による農業振興

内容 ﾋﾞｼﾞｮﾝ策定時（平成27年度） 令和３年度目標 平成29年度実績 平成30年度実績 令和元年度実績 令和２年度実績 令和３年度実績

認定農業者の経営体数
　個人：　４８人
　法人：２９法人

個人：　５０人
法人：３２法人

　個人：　４３人
　法人：３０法人

個人：　４１人
法人：３０法人　

個人：　３９人
法人：３２法人　

個人：　３８人
法人：３３法人　

個人：　４０人
法人：３３法人　

新規就農者の累積人数 ２２人 ３２人 ２５人 　２６人 ２８人 ２８人 ２８人

農業への参入企業数 － １企業 ０企業 １企業 １企業 ０企業 ０企業

基本方針３　農林産物の総ブランド化の推進

内容 ﾋﾞｼﾞｮﾝ策定時（平成27年度） 令和３年度目標 平成29年度実績 平成30年度実績 令和元年度実績 令和２年度実績 令和３年度実績

環境調和型農業の取組面積
JAS 　： 8人/17.3ha
県特栽：76人/ 252ha

※うち水稲84ha

JAS　 ：10人/ 20ha
県特栽：90人/350ha

※うち水稲110ha

JAS 　： 5人/ 11ha
県特栽：88人/334ha

※うち水稲92ha

JAS 　： 4人/7.3ha 
県特栽：79人/344ha

※うち水稲101ha

JAS 　： 4人/7.3ha 
県特栽：83人/335ha

※うち水稲96.5ha

JAS 　： 4人/7.3ha 
県特栽：74人/364ha

※うち水稲103ha

　JAS 　： 3人/3.8ha 
県特栽：63人/385ha

※うち水稲98ha

農業用機械などの購入を支援した累計
数

１２件 １００件 ４６件 ５１件 ５８件 ６５件 ７０件

特産作物の作付面積

里芋　１０７ha
ナス　　　３ha
ネギ　　３３ha
キク　　１３ha

里芋　１３０ha
　ナス　　１３ha
ネギ　　４０ha
キク　　１６ha

里芋　　９４ha
ナス　　　３ha
ネギ　　２９ha
キク　　１２ha

里芋　　８８ha
ナス　　　２ha
ネギ　　２７ha
キク　　１２ha

里芋　　８４ha
ナス　　　２ha
ネギ　　２４ha
キク　　１１ha

里芋　　７９ha
ナス　　　２ha
ネギ　　２３ha
キク　　１０ha

里芋　　７２ha
ナス　　　２ha
ネギ　　２３ha

　キク　　　９ha

農林産物加工品の開発を支援した累計
数

－ ８品目 １５品目 １６品目 １６品目 ３８品目 ４１品目

「越前おおの里の恵み」「越前おおの
産地保証」登録者数

里の恵み　　３７人
産地保証　１１０人

里の恵み　　６５人
産地保証　１６０人

里の恵み　　４５人
産地保証　１１３人

里の恵み　　３５人
産地保証　１２６人

里の恵み 　 ３５人
産地保証　１２９人

里の恵み 　 ３９人
産地保証　１２９人

里の恵み 　 ３４人
産地保証　１３３人

基本方針４　農地の適正な管理と農業基盤整備の促進

内容 ﾋﾞｼﾞｮﾝ策定時（平成27年度） 令和３年度目標 平成29年度実績 平成30年度実績 令和元年度実績 令和２年度実績 令和３年度実績

耕作放棄地の再生累計面積 １．４ha ２．３ha １．７ha １．９ha ２．８ha ４．６ha ４．９ha

地域で設置された自然環境に配慮した
施設の設置数

１１カ所 １８カ所 １２カ所 １２カ所 １２カ所 １２カ所 １２カ所

実農道延長に対する舗装済の延長の割
合

８８．７％ ９０％ ９０％ ９０％ ９０％ ９０％ ９０％

基本方針５　鳥獣害のない里づくりの推進

内容 ﾋﾞｼﾞｮﾝ策定時（平成27年度） 令和３年度目標 平成29年度実績 平成30年度実績 令和元年度実績 令和２年度実績 令和３年度実績

有害鳥獣の農作物への被害状況
ｲﾉｼｼ　3,821千円/15.06ha
サル　1,110千円/1.61ha
中獣類　838千円/1.47ha

ｲﾉｼｼ　2,670千円/10ha
サル　780千円/ 1ha

中獣類　580千円/ 1ha

ｲﾉｼｼ　2,181千円/2.56ha
サル　258千円/0.62ha
中獣類　2千円/0.01ha

ｲﾉｼｼ　1,460千円/1.38ha
サル　251千円/0.76ha
中獣類　1千円/0.01ha

ｲﾉｼｼ　689千円/1.56ha
サル　796千円/1.32ha

中獣類　244千円/0.13ha

ｲﾉｼｼ　609千円/0.59ha
サル　2,089千円/1.32ha
中獣類　249千円/0.08ha

ｲﾉｼｼ　498千円/1.88ha
サル　382千円/0.33ha
中獣類　0千円/0.05ha

獣害防止柵の延長 １７０，０００m １８４，０００m １７３，０３９m １７５，６３９ｍ １７７，５８９ｍ １８４，６０９ｍ １８５，３０９ｍ



基本目標１　「みんなで食守！笑顔でいただきます」運動の推進

基準値 目標値

（27年度） （令和3年度） （29年度） （30年度） （元年度） （2年度） （3年度）
「食育」に関心を持っている人の割合

－ 90% － － － － －

「食育」を実践していると思う人の割合
－ 50% － － － － －

（生涯学習課） （生涯学習課） （生涯学習課） （生涯学習課） （生涯学習課） （生涯学習課）

２，５７３人 ２，４２６人 １，８５２人 １，２３８人 ２５４人 ３０５人

（健康長寿課） （健康長寿課） （健康長寿課） （健康長寿課） （健康長寿課） （健康長寿課）

４，０３１人 ４，０３２人 ３，７４９人 ３，５７４人 １，７２３人 １，８６９人

計６，６０４人 計６，４５８人 計５，６０１人 計４，８１２人 計１，９７７人 計２，１７４人

基本目標２　規則正しい食生活習慣の定着

基準値 目標値

（27年度） （令和3年度） （29年度） （30年度） （元年度） （2年度） （3年度）
朝食をほとんど食べない小中学生の割合
（※11月調査） 2.70% 0% 2.86% 3.80% 3.10% 4.00% 4.50%

朝食をほとんど食べない成人の割合
－ 10% － － － 8.2% －

適正体重に関心のある人の数
１，４５７人 １，８５０人 １，７７５人 １，８１４人 ２，１４１人 　　９０２　人 １，１１８人

栄養バランスなどに配慮した食生活を送っ
ている市民の割合 36% 65% － － － 29.10% －

基本目標３　伝承料理などの食文化の普及と伝承

基準値 目標値

（27年度） （令和3年度） （29年度） （30年度） （元年度） （2年度） （3年度）
学校給食における食材の総使用量（重量）
に占める地場食材（市産）の使用量の割合
（※11月調査）

41.40% 43% 35.20% 29.80% 28.90% 26.50% 23.70%

（新）日頃から地場産農産物の購入・使用
を心がけている人の割合 － 50% － － － 　－ 79.50%

（生涯学習課）４６回 （生涯学習課）３５回 （生涯学習課）４１回 （生涯学習課）２１回 （生涯学習課）１４回

（健康長寿課）　１回 （健康長寿課）　２回 （健康長寿課）　１回 （健康長寿課）　０回 （健康長寿課）　０回

食に関する「越前おおの水をたべるレスト
ラン」への延べ登録件数 － ５０件 ２２件 ２２件 ２２件 　　２２件 　　２２件

食に関するイベントの入込者数
２６５，５００人 ２８２,０００人 ２１０，０００人 ２２０，６００人 ２５４，５００人 　　　０　　人 　　　０　　人

４　感謝の心を育む

基準値 目標値

（27年度） （令和3年度） （29年度） （30年度） （元年度） （2年度） （3年度）
ごみ減量に関する講座の参加者数 ３７０人

（過去３年平均）
５００人 ３７４人 ３１９人 ２３４人 　　　２６８人 　　１２６　人

家で食事をするときに「いただきます」
「ごちそうさま」のあいさつをする小中学
生の割合 67.70% 70% 68.15% 65.30% －％

　　　（94.00％）
「食事をするときに」と
いう設問だったため学校
が含まれている。【大野
市独自調査】

－％

保育所で育てた農作物を用いた食事回数
２４回 ２４回 ５２回 ８０回 ７３回 ５７回 ８０回

有機JAS対象面積
１７.３ｈａ ２０ｈａ １１．１ha ８.１ｈａ ８.１ｈａ ８．１ｈａ ３．８ｈａ

福井県特別栽培農産物認証制度対象面積
２５２ｈａ ３５０ｈａ ３３４ｈａ ３４３．５ｈａ ３４２ｈａ ３６４ｈａ ３８５ｈａ

実績値

実績値

実績値

実績値

数値目標

「食育」に関する教室への延べ参加者数

７，１００人

数値目標

数値目標

地元食材を使用した料理や地元に伝わる料
理に関する料理教室の開催数 ２４回 ３０回

数値目標



「農業」分野 
【次世代技術を生かし多様な担い手の
　　　　活躍で引き継がれている農業 】

「食」分野 
【「食守」が　引き継がれているまち】

　越前おおの型　食・農業・農村ビジョンの推進

「農村」分野 
【多様な人材の取り組みで
　　引き継がれている活力ある農山村】

★魅力ある農業経営の実現に向けての取り組み（Ｒ４から５年間）≪課題≫

地産地消に対す
る消費者の意識
改革を図る必要
がある。

誰もが農業に取
り組む機会を作
るとともに、園
芸作物の生産振
興を図り、新た
な生産者を確保
する必要がある。

儲かる農業を目
指し、①消費者
ニーズに則した
少量多品目の園　
芸作物の生産を
促進する必要が
ある。②経営規
模の拡大を図る
必要がある。

農業のイメージ
を変える必要が
ある。

少子化や高齢化
が進んだことに
よる担い手、後
継者不足のため、
スマート農業な
どによる省力化
と、集落を超え
た広域化や協業
化を推進する必
要がある。

担い手への集積
と集約や、圃場
の整備により、
農地を効率的に
維持管理する必
要がある。

地産地消に対する
消費者の意識改革　

食べ物の生産への関心や自然
に対する感謝の心を育む

伝承料理などの食文化の
普及とその伝承　

儲かる農業に視点をおいた
農業経営

 次世代農業の
促進

 ブランド力の向上

と販路拡大

付加価値の高い園芸作物
の生産拡大

環境調和型
農業の促進

農地の
集積・集約

農林業体験を通して農林業
に対する意識の向上

多様な人材による農業農村の
多面的機能の維持・発揮

各種支援制度による
農地の保全管理

≪特に強化する取り組み≫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

GAP、福井県特別栽培農産物認証制度などに裏付けされた質の高い農林産物で、
差別化を図り、中部縦貫自動車道の県内全線開通などの機会をとらえ、関係機
関・関係団体と連携を図りながら販路拡大を目指す

大野市の気候や風土に合った、園芸作物の生産拡大を促進する

 

多面的機能支払制度や中山間地域等直接支払制度の有効活用で、集落単位の農村
の保全管理を促進する

地産地消の理解を深めるため、生産に関する関心や相互理解を促進する

R4 R5 R6～R7 R8

・生産者と学校・保育所・認定こども
園・介護施設などとの需要と供給のす
り合わせ

・学校教育の中で、野菜を育て食する
などの体験活動を行う

・関係者の連携で、地場産野菜の生
産・販売・消費の好循環を生み出す

・学校給食や保育所・認定こど
も園・介護施設などで使用する
地場産野菜の生産量を増やす

・学校給食や保育
所・認定こども園・
介護施設の給食で使
用される食材のうち
地場産野菜の使用量
を増やす

・地場産野菜を地元
で消費する

R4 R5 R6～R7 R8

・少量多品目の園芸作物生産者の育成

・女性や若者など誰もが、農業体験や
栽培講座など農業に取り組む機会を作
り新たな生産者の確保を図る

・里芋やネギなどの特産作物の生産に
かかる機械導入補助など労働の負担軽
減

　・農林産物の消費者のニーズ
　が生産者に届く仕組みづく　　
　りの創出 

　

　・体力のない女性や高齢者も
　使いやすい機械や取り組みや　
　すい仕組みの導入支援

・園芸作物生産者
を増やす

・販路拡大に伴い
園芸作物の出荷量
を増やす

・里芋やネギなど
作付面積が維持さ
れる

R4 R5 R6～R7 R8

・GAP、福井県特別栽培農産物認証制
度などの取得の促進
・少量多品目の園芸作物生産者を育
成し農林産物直売所などへの新たな
園芸作物の供給
・中部縦貫自動車道を活用した流通
を視野に、中部圏での大野市産野菜
の知名度アップを図る

・販路拡大に向けた６次化の促
進

・二酸化炭素の排出を抑制する
機械への切替えに対する支援

・ブランド化された
付加価値の高い農林
産物が多く流通する

・カーボンニュート
ラルへの働きかけ

R4 R5 R6～R7 R8

・農業の担い手への農地の集積や集約
を促進
・誰もが農山村の維持に取組むために、
自動草刈り機の導入などの労働の負担
軽減を図ることへの支援

・獣害防止柵の設置など集落を超えた
広域化や協業化への促進

・農山村の維持に対し保全　　
　の重要性などの意識を持つ　
　ために農林業体験の開催

・農業の荒廃や不
耕作地の増加を抑
える

・生産者だけでな
くみんなで農山村
を支える気風を維
持する

「食育」を着実に推進するため

「食守」の考え方を広める　

 農業に対する
意識改革

 

労
働
に
見
合
っ
た
対
価
を
得
る

大
野
に
住
み
続
け
る

 
地
元
産
農
林
産
物
の

地
元
消
費
を
拡
大
す
る

次世代農業の促進

「
食
と
農
で
未
来
へ
つ
な
ぐ
　
越
前
お
お
の
型
農
業 

」

≪目指す姿≫

資料３
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食関係アンケート（大人） 
※調査結果の各グラフ中に記載しているｎの値は、各質問に対する回答者数であり、比率

算出の母数である。ただし、複数回答できる質問については、ｎの値は「対象者属性」中

に示されている回答者数かつ比率算出の母数としており、対象者を限定している質問につ

いては、ｎの値はその対象者数かつ比率算出の母数としている。 

対象者属性  

120

41.7%

162

56.3%

5

1.7%

1

0.3%

性別(n=288)

男

女

回答しない

無回答

7

2.4%
21

7.3%

147

51.0%
23

8.0%

25

8.7%

11

3.8%

37

12.8%

2

0.7%

15

5.2%

職業(n=288)
農林漁業

自営業

会社員・公務員等

パート・アルバイト

専業主夫・主婦

学生（専門学校生・大学生等）

無職

その他

無回答

41

14.2%

132

45.8%

105

36.5%

6

2.1%

4

1.4%

同居の家族構成(n=288)

単身世帯

一世帯

二世帯以上

わからない

無回答

7

2.4%

34

11.8%

48

16.7%

46

16.0%
44

15.3%

57

19.8%

49

17.0%

3

1.0%

年齢(n=288) 10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

無回答

（不明） 
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1
0

1

2

0
1 11

2

0
1

1

3

2 2

0

3

2

1

2

2
1

0

3
2

2

1

0

1

2

0

2

4

6

8

10

12

健
康
維
持

ダ
イ
エ
ッ
ト

体
型
維
持

胃
も
た
れ
を
防
ぐ

食
費
の
節
約

米
よ
り
パ
ン
や
麺
が
好
き

特
に
理
由
は
な
い

そ
の
他

票
数

全体（総数40）

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 不明

補足※米を食べている人が食べない場合の理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（その他意見） 

・夕食は日本酒を飲むので、ご飯を食べない。お酒がご飯の代わりです。（40代・男） 

 

③ お米を食べている方にお聞きします。大野市産のお米を食べていますか  

 

 

 

 

 

 

 

 

77.2%

8.8%

6.6%
7.4%

全体（n=272）

食べている

食べる時もある

ほとんど食べない

どこの産地のお米かはわからない
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40.3

4.8 3.2 1.6

19.4 21.0

12.9

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

価
格
が
高
い

美
味
し
く
な
い

安
全
性
に
不
安
が
あ
る

有
機
栽
培
の
お
米
を
食
べ
た
い
か
ら

ど
こ
で
買
え
る
か
分
か
ら
な
い

ど
こ
の
お
米
で
も
変
わ
ら
な
い

そ
の
他

単
位

:%

全体（n=62）

14.2 12.8

8.3

35.4

25.0

1.0 1.0
2.8 1.7

0

5

10

15

20

25

30

35

40

自
家
栽
培

集
落
の
生
産
組
織

預
け
た
田
ん
ぼ
の
耕
作
者

親
族
・
知
人

市
内
の
ス
ー
パ
ー
や
量
販
店

市
外
の
ス
ー
パ
ー
や
量
販
店

通
販
・
宅
配
サ
ー
ビ
ス

わ
か
ら
な
い

そ
の
他

単
位
：

%

全体（n=288）

④ 大野市産のお米を食べない理由  

回答：③で「食べている」を選んだ以外の人 ※あてはまるもの全て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（その他意見） 

・産地は気にしてない。（20代・男） 

・自分の家で育てた米だから。（30代・男） 

・米の購入は家族任せのため。（40代・男） 

・県産米として買っている。（40代・女） ・いちほまれが好きだから（50代・男） 

・下水の整備が整っていなくて市内のお米など気持ち悪くて食べられません。（60代・女） 

・２kgくらいしか買わないのでスーパーで２kg袋を買っている。（60代・回答しない） 

・スーパーで福井県産を買います。（70代以上・女） 

 

⑤ 普段、お米はどこで入手していますか（もらっていますか） ※あてはまるもの全て 
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20.3%

23.1%

36.7%

1.8%

3.6%

2.8%
10.3%

1.4%
全体（n=282）

大野市産

安全性

美味しさ

ブランド力

価格の安さ

有機栽培

特にこだわりはない

その他

（その他意見） 

・食料支援サービス。（30代・女） ・アバンセ。（40代・男） 

・お米屋さん。（計２者）（50代・女） ・道の駅。（60代・男） 

 

⑥ 普段食べるお米に関して求めていることはなんですか ※一番重要なものだと思うもの１つ 

（その他意見） 

・自家栽培しているお米を食べること。（20代・男） ・自分の家で作ったものを食べている。（20代・男） 

・耕作者を知っている。（30代・女） ・生産組合アバンセのお米。（70代以上・女） 

地元産品の利用（地産地消）について…野菜  

① 普段野菜を食べていますか 

 

 

 

 

 

 

 

50.7%

20.1%

18.0%

4.2%

3.2%
2.8% 1.1%

全体（n=284）

ほぼ毎食

１日２回

１日１回

週４～６回

週２～３回

ほとんど食べない

全く食べない
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25.3

36.8

27.8
24.3

41.0

56.3

0.7
2.8 3.5

0

10

20

30

40

50

60

品
質
が
良
い
か
ら

安
心
だ
か
ら

品
揃
え
が
豊
富
だ
か
ら

価
格
が
安
い
か
ら

家
や
職
場
か
ら
近
い
か
ら

野
菜
以
外
の
買
い
物
も
一
緒
に
で
き
る
か
ら

接
客
サ
ー
ビ
ス
が
良
い
か
ら

わ
か
ら
な
い

そ
の
他

単
位
：

%

全体（n=288）

② 普段野菜はどこで入手することが多いですか ※多いもの３つまで 

 

③ 上記で野菜を入手されている理由は何ですか ※あてはまるもの全て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（その他意見） 

・苦労せずに直ぐに入手できる点。（20代・男） ・足りないものは購入するため。（40代・男） 

・親戚等からもらえるから。（計３者）（40代・男） ・自家栽培の野菜を消費する為。（40代・女） 

・買う所がそこだけだから。（50代・男） ・家にないものを買う。（60代・男） 

37.8
32.6

91.7

6.9 3.8 1.4 2.4

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90

100

自
家
栽
培

集
落
の
生
産
組
織

預
け
た
田
ん
ぼ
の
耕
作
者

親
族
・
知
人

市
内
の
ス
ー
パ
ー
や
量
販
店

市
外
の
ス
ー
パ
ー
や
量
販
店

通
販
・
宅
配
サ
ー
ビ
ス

わ
か
ら
な
い

そ
の
他
（
七
間
朝
市
）

単
位
：

%

全体（n=288）
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・考えても仕方ない、時間もなく、近所のスーパーで購入。（60代・女） 

・いただきものは無駄にせず、大事にいただきたい。旬の白米は豊富だから余ったり、くさったりさせな 

いようにいただくことが大事だと思います。（70代以上・女） 

 

④ 野菜を購入する頻度はどれくらいですか 

 

⑤ 野菜を購入する際に、どのようなことに注意して選んでいますか ※あてはまるもの全て

 

（その他意見） 

・自分で作っている野菜を殆んど使用。（70代以上・女） 

・経済的なこともあるのであまりこだわらずにいただきたいと考えています。（70代以上・女） 

 

 

 

15.6%

52.8%

21.6%

4.3%
5.7%

全体（n=282）

ほぼ毎日

週に２，３回

週に１回

月に１，２回

わからない

79.9

69.8

47.9

28.8
22.2 23.3

28.1

4.9

19.4
12.5

4.2
0.7

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

鮮
度

価
格

旬
や
季
節
感

色
や
形

味 栄
養

産
地

生
産
者

低
農
薬
、
無
農
薬

扱
い
や
す
さ

特
に
な
い

そ
の
他

単
位
：

%

全体（n=288）
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9.8

16.0

53.3

33.8

8.4
11.1

46.7

3.6
6.7

0

10

20

30

40

50

60

野
菜
の
種
類
が
豊
富

価
格
が
安
い

美
味
し
い

安
全
だ
か
ら

有
機
栽
培
の
野
菜
を
食
べ
た
い
か
ら

よ
く
見
か
け
る
か
ら

地
元
を
応
援
し
た
い
気
持
ち
が
あ
る
か
ら

わ
か
ら
な
い

そ
の
他

単
位
：

%

全体（n=225）

⑥ 大野市産の野菜の使用について 

 

⑦ 大野市産の野菜を使用する理由 

回答：⑥で「積極的に使用している」「機会があれば使用している」を選んだ人※あてはまるもの全て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（その他意見） 

・家族が栽培しているから。（20代・男） ・自家栽培しているから。（計２者）（30代・女・男） 

・新鮮だから。（40代・女） ・自家栽培しているから。（40代・女） 

・親戚等からもらえるから。（計３者）（40代・男） ・いただきもの。（40代・女） 

・栽培しているから。（50代・男） ・親戚の方から頂く。（50代・男） 

・自家栽培の野菜を使用。（60代・女） ・新鮮。（60代・男） ・スーパー。（70代以上・女） 

・地元で作っていただけるものを大事にしたい。（70代以上・女） 

32.9%

46.6%

2.8%

1.1% 11.7%

4.9%
全体（n=283）

積極的に使用している

機会があれば使用している

ほとんど使用しない

全く使用しない

意識していない

わからない
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20.7

15.5

1.7 1.7

6.9

10.3

24.1

13.8

10.3

0

5

10

15

20

25

30

野
菜
の
種
類
が
少
な
い

価
格
が
高
い

美
味
し
く
な
い

安
全
性
に
不
安
が
あ
る

有
機
栽
培
の
野
菜
を
食
べ
た
い
か
ら

ど
こ
で
買
え
る
か
分
か
ら
な
い

ど
こ
の
野
菜
で
も
変
わ
ら
な
い

わ
か
ら
な
い

そ
の
他

単
位
：

%

全体（n=58）

⑧ 大野市産の野菜を使用しない理由 ※あてはまるもの全て 

回答：⑥で「積極的に使用している」「機会があれば使用している」を選んだ以外の人  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（その他意見） 

・今大野にいない。（20代・女） 

・産地を気にしてない。（20代・男） 

・自家栽培だから必要な野菜は大抵県外産になる。（40代・男） ・親戚の方から頂く。（50代・男） 

・ねんりん等に行ってもほとんど野菜もなく意味がない。（50代・男） 

・年寄りの昔感覚で作る田畑の仕事を見ているから。畑で尿をしたり、痰を吐いたり、衛生面が不潔。（60 

代・女） 

 

⑨ 大野市産の野菜の旬の時期をご存じですか 

 

 

 

10.4%

58.9%

24.4%

6.3%
全体（n=270）

よく知っている

だいたい知っている

あまり知らない

まったく知らない
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28.1

21.9

55.2

30.2 30.9

18.1 18.4

25.7

30.2

2.4
5.6

0
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野
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類
を
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す

生
産
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を
増
や
す
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所
を
増
や
す

広
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地
元
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を
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学
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業
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め
る

料
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せ
る

地
産
地
消
の
意
義
や
効
果
に
関
す
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情
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情
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そ
の
他

単
位
：

%

全体（n=288）

⑩ 地産地消のために、どんなことが必要だと思いますが ※あてはまるもの全て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（その他意見） 

・発信力のあるシェフなどを活用して地元の食材を使った料理をつくってもらう。（20代・男） 

・珍しい種類の野菜を食べ方と一緒に売って欲しいです。（20代・女） 

・消費量を予測する。（30代・男） ・メリットが見当たらない。（30代・女） 

・食べられればよいという人が多いのでその意識改革からだと思う。（40代・男） 

・価格をおさえる。（40代・女） ・低価格での提供。（40代・男） 

・加工品、新商品を作る。（40代・女） ・普段使いやすい、低価格でレアな野菜栽培。（50代・男） 

・値段を安くする。（50代・男） ・価格を安くする。（60代・男） 

・価格を他産地より安いか同等にする。（60代・女） ・価格が高い場合がある。（60代・女） 

・価格をもっと安くしてほしい。（70代以上・女） 

・もう少し値が安くなるとよい。(形が変形していてもよい）（70代以上・女） 

・まず、大野市民の第一次産業を維持し、発展させることに大野市民が全面的に協力できるように、生産 
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・リウマチを患って、手で料理ができない。同居しているお嫁さんに作ってもらっている。（70 代以上・

女） 

・年だから。（計２者）（70代以上・女） 

 

⑧ 食について心掛けていること、興味があることは何ですか ※あてはまるもの全て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（その他意見） 

・不自然な食品(添加物）、体質に合わないものを食べない。（30代・女） ・健康。（30代・男） 

・発酵食品に興味があり、自ら麹などを作り、食に取り入れている。（60代・女） 

・食べ過ぎに注意している。（60代・男） ・なるべく薄味にする。（70代以上・女） 

・食事のバランス考えていますが、なかなかそのようにはいきません。（70代以上・女） 

 

 

 

 

 

 


